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                                           Sensor is source of technology 

                               株式会社 イージーメジャー 

Condition catcherⅡ 
Multi Function Data Logging System 



安全にご使用いただくために 
 

正しく安全に使用していただくために、下記の注意事項を必

ずお守りください 

 

■本書に使用する記号の意味は次のとおりです。 

    

        警告警告警告警告    
ここに記載された事項を守らない場合､ 

人体に危害を被る危険があります。 

 

    

    注意注意注意注意    
ここに記載された事項を守らない場合､物

的損害の発生する危険があります。 

 

■注意事項 

    

        警告警告警告警告    
●ガス中での使用 

可燃性・爆発性のガスまたは蒸気などの

ある場所で、機器を動作または保管しな

いでください。 

 

 

 ●ＡＣアダプタ 

 感電や火災防止のため、ＡＣアダプタは

必ず製品に付属のものをご使用くださ

い。 

 

 

 ●電源 

 供給電源の電圧が、機器の電源電圧に

合っていること確認した上で、機器の電

源を接続してください。 

 

 

 ●電源コード 

 電源コードの上に重いものを乗せたり、

熱源に触れたりしないように、十分に注

意してください。コードに傷がつくと感電

や火災の原因となります。 

 

 

 

 ●接続 

 感電や機器の故障を防止するために､測

定対象や外部機器との接続は、必ず本

体および本体に接続している機器の電

源を切った状態で行ってください。 

 

 

 

 

 ●短絡 

 信号入力およびその他のコネクタ、端子

のグランドやコモンは共通になっている

ものがあります。複数の信号源や機器を

接続する場合には、これらの端子を介し

たショートに注意してください。 

 

 

 

 

 

 ●過大入力 

 入力端子などに、それぞれの仕様の範

囲を超える過大な電圧・電流を加えない

でください。故障および火災、感電の原

因となります。 

 

 

 

 ●分解・改造 

 本体を分解したり・改造したりしないでく

ださい。感電・火災・故障の原因となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

            警告警告警告警告    
●異常時の処置 

次のような場合には、すぐＡＣアダプタを

コンセントから抜いて使用を中止し、販売

代理店もしくは当社の営業所に直接ご連

絡ください。 

・本体内部に水その他の異物が入った場

合。 

・本体から炎や煙が出たり、変な臭いが

する場合。 

・ケースその他の部品に破損を見つけた

場合。 

 

 

 

 

 

 

 

    

    注意注意注意注意    
●使用環境・保管環境 

装置を安全かつ正常に使用していただく

ため、次のような場所での使用や保管は

しないでください。 

・湿気の多い場所。 

・ほこり・粉塵の多い場所。 

・直射日光のあたる場所。 

・高温になる場所。 

・振動・衝撃の加わる場所。 

・水・油・薬品などのかかる場所。 

・腐食･可燃･爆発性ガスのある場所｡ 

・電気的ノイズが多く飛び交う場所｡ 

本製品はなりべく温度変化の少ない常温

に近い場所を選んで運用・保管してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 ●配線 

 ノイズによる誤動作防止や計測誤差を少

なくするため、装置本体およびそれに接

続されるケーブル類は、高電圧や動力ケ

ーブルなどのノイズ源から、できるだけ離

してご使用ください。 
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はじめに 
 

この度は Condition catcherⅡⅡⅡⅡ（以下CCⅡⅡⅡⅡ）をお買い上げ

いただきありがとうございます。 

本書は、CCⅡⅡⅡⅡ本体およびホストパソコン側『コントロール・ソ

フトウェア』の機能、運用方法、取り扱い上の注意点などにつ

いて説明しています。この製品の性能を十分に活用していた

だくために、ご使用前によくお読みください。また、本書をい

つでもご利用いただけるよう大切に保管してください。 

 

■一般的な注意事項 

・ この製品を持ち運ぶときは、必ず AC アダプタおよびその

他のケーブル類を外したことを確認してください。 

・  運搬や運用の際、本製品に衝撃を与えないでください。

故障の原因となります。 

・ この製品を運用する場合には、あらかじめ機能および性能

が正常であることを確認した上でご使用ください。 

・ 仕様に記された規格を外れて使用された場合や、改造され

た場合には機能および性能の保証はできません。 

・ 使用条件や環境などにより、本製品の機能および性能が満

足できない場合もありますので、十分にご検討の上で運用

してください。 

・ 本製品が万一故障した場合、さなざまな損害を防止するた

めの安全対策を十分に施してご使用ください。 

 

■保証 

この製品は厳重な品質管理と製品検査を経て出荷して お

りますが、万一故障や不具合がありましたら、販売代理店もし

くは当社の営業所へ直接ご連絡ください。 

なお、本製品の保証期間は12ヶ月です。この間に発生した

故障および不具合で、原因があきらかに当社の責任と判定さ

れた場合には無償で修理いたします。 

 

■その他 

・ お客様または第三者による使用の誤り、使用中に生じた故

障、その他の不具合またはこの製品の使用によって被られ

た損害（事業利益の損失・事業の中断・記憶内容の変化や

消失その他）については、当社は一切責任を負いませんの

であらかじめご了承ください。 

・ 本書に記載した仕様・意匠・価格などは、改良のため予告

なしに変更することがあります。 

・ 本書に記した社名・商品名などは各社の商標または登録商

標です。 

・ 本書の内容の全部または一部を無断で転載あるいは複製

することはお断りします。 

 

 

梱包内容を確認してください 
 

 本製品を開封したら、ご使用前に下記の本体・付属品類が

すべて揃っていることを確認してください。万一、お届けした

品の間違いや不足、外観に異常があった場合には、ご購入

先にご連絡ください。 

 

CCⅡⅡⅡⅡ MDL-20A-8A （8ch入力タイプ）の梱包品一覧 

 

１．MDL-20A-8A 本体             ×１台 

２．ACアダプタ（DC12V・1A）         ×１個 

３．アナログ入力コネクタ(２０P)         ×１個 

４．USBケーブル                ×１本 

５．パソコン用ソフトウェアCD         ×１枚 

６．取扱説明書（本書）             ×１冊 

７．ユーザー登録カード            ×１枚 

 

 

CCⅡⅡⅡⅡ MDL-20A-16A （16ch入力タイプ）の梱包品一覧 

 

１．MDL-20A-16A 本体             ×１台 

２．ACアダプタ（DC12V・1A）         ×１個 

３．アナログ入力コネクタ(２０P)         ×２個 

４．USBケーブル                ×１本 

５．パソコン用ソフトウェアCD         ×１枚 

６．取扱説明書（本書）             ×１冊 

７．ユーザー登録カード            ×１枚 
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概 要 
 

１．システム構成 

CCⅡⅡⅡⅡは、８チャンネル(MDL-20A-8A・以下 8A と記述)または

16 チャンネル（MDL-20A-16A・以下 16A と記述）のアナログ信

号をパソコンに取り込むデータ・ロガーで、下の図１のような構

成で使用します。 

 計測においては、CCⅡⅡⅡⅡ本体（以下単に本体）とパソコンをＵ

ＳＢケーブルで接続したまま計測を行う『オンライン計測』と、

本体単独で計測を行う『オフライン計測』の２系統の使い方が

可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．システム構成図 

 

２．計測形態 

CCⅡⅡⅡⅡは、前述のように『オンライン計測』と『オフライン計測』

の２つの計測形態を実現しています。ここで、この２つの計測

形態の特長について簡単に説明します。 

なお、従来の Condition catcher に搭載されていた、保存モー

ド（時系列/ピーク同期/トレンド）の選択機能は搭載されてい

ません。 
 

 

 

『オンライン計測』では、パソコンと本体を USB ケーブルで

接続したまま計測を行います。計測データはリアルタイムにパ

ソコンの画面に表示され、HDD などのメディアに保存すること

も可能です。詳細については 14 ページの『オンライン計測』

の項を参照してください。 

 

※１： パソコンの処理能力や、入力チャンネル数の設定によっては、

この数値を満足できない場合もあります。詳しくは 15 ページの

『オンライン計測の注意点』を参照してください。 

 

 

 

 

 『オフライン計測』は本体単独で計測を行うモードで、下記の

ような手順で実行されます。 

 

①パソコン側のコントロール・ソフトウェアを使用して計測条件

を設定します。 

②ＵＳＢインターフェイスを介して、設定した計測条件を本体

にダウンロードします。 

③本体を計測現場へ持ち込み、電源を投入すると指定された

条件に従って単独で計測を実行します。ここで計測された

データは、本体に内蔵されたMicroSDXCに保存されます。 

④本体の MicroSDXC に保存された計測データをパソコンへ

回収します。本体にMicroSDXCを搭載したままＵＳＢインタ

ーフェイスを介して回収する方法と、本体から MicroSDXC

を取り外し、パソコンに挿入して回収する方法が選択可能

です。 

◇ 

 この『オフライン計測』では、さまざまな計測条件の設定項目

をサポートしています。詳しくは16ページの『オフライン計測』

を参照してください。 

 

３．概略的な機能と特長 

 CCⅡⅡⅡⅡは、基本的に本体とパソコンを組み合わせて使用しま

す。ここでは、パソコン側の『コントロール・ソフトウェア』でサポ

ートされる機能と、本体側でサポートされる機能について簡単

に説明します。 

 

 

 

 パソコン側で実行される『コントロール・ソフトウェア』は、お

おまかに下記のような機能をサポートしています。 

◆オンライン計測 

・本体から送られてくる計測データの波形を、リアルタイ

ムにモニタへ表示します。 

 … 最高サンプリング周期2０μＳ

※1

での波形モニタが可能で

す。 

・本体からＵＳＢを介して送られてくる計測データを、Ｈ

ＤＤなどのメディアへ記録します。 

 … 最高サンプリング周期２０μＳ

※１

でのデータ保存が可能

です。 

・メディアに記録された計測データを、モニタへ再度表示

します。 

 … 横軸（時間）、縦軸（振幅）、カーソルなどを操作して、波

形を詳細に観測することができます。 

 

オンライン計測 
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パソコン側の機能と特長 



 

  ７

・計測データのファイル形式を変換して保存します。 

… メディアに保存した計測データを、市販の表計算ソフト

で読解可能なファイル形式（.CSVファイル）に変換・保存

することができます 

 

◆オフライン計測 

・計測条件を設定し、本体へダウンロードします。 

 … さまざまな計測条件を、パソコンのモニタを見ながら簡単

な操作で設定することができます。 

・本体のデータを回収しメディアへ保存します。 

 … 本体の MicroSDXCに記録されている計測データを一括

して回収し、HDDなどのメディアに保存します。 

・メディアに保存した計測データをモニタに表示します。 

 …  横軸（時間）、縦軸（振幅）、カーソルなどを操作して、デ

ータ波形を詳細に観測することができます。 

・計測データのファイル形式を変換して保存します。 

… メディアに保存した計測データを、市販の表計算ソフト

で読解可能なファイル形式（.CSVファイル）に変換・保存

することができます。 

 

 

 

 

 本体側でサポートされる機能は、おおまかに下記のとおりで

す。 

◆オンライン計測 

・計測を実行し、データをリアルタイムでパソコンに送信

します。 

 … 最高サンプリング周期 2０μＳ

※1

での計測と、データ送信

を実行します。 

◆オフライン計測 

・あらかじめパソコン側から指定された計測条件に従っ 

て計測を実行し、データを内蔵のMicroSDXC に記録し

ます。 

 … 最高1０μＳ

※2

の高速なサンプリング周波数を実現してい

ます。 

 … 多彩な『計測モード』『トリガー条件』をサポートし、あらゆ

る現象波形を有効にとらえることができます。 

・不意な停電の場合にも計測したデータは保護されます。 

 … 停電保護機能により、停電前に計測したデータは  

MicroSDXCに保存されます。

※3

 

・MicroSDXC のデータをパソコンへアップロードします。 

 … パソコンとのインターフェイスにはＵＳＢを採用し、高速な

データ転送が可能です。 

 … 計測データには、計測開始/終了の条件・日時、停電の

有無などさまざまなステータスを付加し、無人計測にお

いても、計測時の状況を把握することが可能です。 

 

４．本体各部の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．本体前面 

 

①Start： 
 『オフライン計測』において、手動で計測を開始する場合に

使用します。計測条件の設定で、このスイッチを無効にする

こともできます。また、『オンライン計測』の場合にはこのスイ

ッチは無効となります。 

②Stop： 
 『オフライン計測』実行中に、手動で計測を停止する際に使

用します。 

③Lock： 
 Ｏｎ側にセットすると、Start スイッチと Stop スイッチを内部回

路と切り離し、計測中の誤操作を防止します。 

④Status： 
本体の状態を表示します。『オフライン計測』において、計

測待機中は緑色に、計測実行中は橙色に点灯します。また、

計測開始条件で指定日時が有効に設定されている場合に

は、電源投入と同時に緑色に点滅します。 

⑤DeviceID： 
複数台の本体をパソコンに接続する場合に、当該装置の

ID番号を設定するスイッチです。 

⑥Power： 電源スイッチ。 

電源投入時には緑色に点灯します。 

 

 

 

 

 

※１： パソコンの処理や、入力チャンネル数の設定によっては、この

数値を満足できない場合もあります。詳しくは 15 ページの『オン

ライン計測の注意点』を参照してください。 

※２： 入力チャンネル数の設定や計測モードによって、この数値を満

足できないみ場合もあります。詳しくは 20 ページの『サンプリン

グ周期』を参照してください。 

※３： 従来の Condition catcher では停電復旧後に自動で計測を再開

していましたが、本装置ではこの機能はサポートしていません。 

 だだし、CCⅡⅡⅡⅡでは計測開始条件に、『電源投入毎』の項を追加

しています。必要な場合にはこの機能を使用してください。 

本体側の機能と特長 

本体前面 
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図３a．8A 本体背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３b．16A 本体背面 

 

①Analog Input： 
アナログ信号入力用のコネクタです。 

16Aの場合、図３ｂのように下段がCh1～Ch8用のコネクタ、

上段がCh9～Ch16用のコネクタとなります。 

専用のコネクタに入力信号のケーブルを結線し、このヘッ

ダと接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．本体側面 

 

①MicroSDXC： 
計測データを記録するMicrSDXC用スロットです。  

SDXC カードのソケットはプッシュロック式になっています。

水平方向に押すとロックが解除されて取り外しが可能となり

ます。挿入する場合も奥まで押し込んでロックしてください。 

ＳＤＸＣカードの取り外し／挿入は必ず本体の電源を遮断し

た状態で行ってください。 

②USB： 
USB インターフェイスを介したパソコンとの接続に使用する

コネクタです。 

USBケーブルは付属品を使用してください。 

③SYNC．： 
複数台の本体を同期して計測を行う場合の同期接続、およ

び外部トリガー信号の入出力用のコネクタです。 

④DC In： 
AC アダプタ接続用コネクタです。AC アダプタは、必ず付

属品を使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１： 同期計測はオフライン計測にしか適用されません。オンラインで

複数台を同期しての計測できませんので注意してください。 

本体背面 
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本体側面 
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1 2

Analog Input 
Ch9～Ch16

Ch1～Ch8

Analog Input 

1



 

  ９

ソフトウェアのインストール 
 

１．アプリケーションのインストール 

CCⅡⅡⅡⅡコントロール・ソフトウェアのインストールは下記の手

順で行います。 

①Windows上のアプリケーションを全て終了させ、付属の CD

をパソコンに挿入します。 

②Windowsの『スタート』メニューの『ファイル名を指 定して実

行』をクリックし、CDの『Setup.EXE』を実行してください。 

③ Setupが起動すると図５のような画面が表されます。『次へ』

ボタンをクリックしてください。 

④インストール先のフォルダを変更する場合には、図６画面の

『変更』ボタンをクリックして表示される図７画面を操作してイ

ンストール先を指定してください。 

⑤次に、図８の画面が表示されます。『インストール』ボタンを

クリックするとインストールを開始し図９の画面が表示されま

す。 

⑥正常にインストールを完了すると図10の画面が表示されま

すので『完了』ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．インストール画面１ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．インストール画面２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７．インストール画面３（フォルダ指定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．インストール画面４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９．インストール画面５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10．インストール画面６ 
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２．USB ドライバーのインストール 

次に、CCⅡⅡⅡⅡ用の USB ドライバーをインストールします。ドラ

イバーのインストールは下記の手順で行ってください。 

 

①Windows上のアプリケーションを全て終了させ、付属の CD

をパソコンに挿入します。 

②本体の電源を投入し、USB ケーブルでパソコンと接続しま

す。通常は自動的にUSBドライバーがインストールされ CC
ⅡⅡⅡⅡが使用可能となります。 

◇ 

Windows によるドライバーの自動インストールに失敗した場

合には、下記の手順に従って手動でインストールを行ってく

ださい。 

◇ 

①Windowsのデバイスマネージャーを起動します

※１

。 

②図11のようにMDL20Aが『ほかのデバイス』として表示され

ています。これを右クリックして表示されるポップアップで

『ドライバーソフトウェアの更新』をクリックしてください。 

③次に表示される図 12 の画面では『コンピューターを参照し

てドライバーソフトウェアを検索します』の方をクリックしてく

ださい。 

④次に表示される図 13 の画面で『参照』ボタンをクリックして

表示される『フォルダの参照』ダイアログで、付属のCDを挿

入したドライブの『USB Dricer』フォルダを指定して『OK』ボ

タンをクリックしてください。再び図 13 の画面に戻りますの

でここで『次へ』ボタンをクリックします。 

⑤インストールを確認する図 14 の画面が表示されます。ここ

で『インストール』ボタンをクリックしてください。 

⑥インストール中は図15の画面が表示されます。この処理に

はしばらく時間がかかりますのお待ちください。 

⑦インストールが成功すると図 16 の画面が表示されますで、

『閉じる』ボタンをクリックしてください。これで USB ドライバ

ーのインストールは完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11．デバイスマネージャー画面 

 

 

※１： デバイスマネージャーの起動方法はWindows のヘルプを参照し

て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12．USB ドライバーの手動インストール画面１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13．USB ドライバーの手動インストール画面２ 

 

 

 

 

 

図 14．USB ドライバーの手動インストール画面３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15．USB ドライバーの手動インストール画面４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16．USB ドライバーの手動インストール画面５ 

 



 

  １１

本体の接続 
 

１．アナログ信号入力の接続 

 CCⅡⅡⅡⅡには８チャンネル（8A）または１６チャンネル（16A）のア

ナログ信号を入力することができます。入力可能な信号形式

はシングルエンドの電圧入力のみです。この形式以外のアナ

ログ信号を入力する場合には、信号源と本体の間に変換器な

どを挿入して信号変換を行ってください。 

 

 

 

 アナログ入力コネクタのピンアサインは下表のとおりです。 

付属のコネクタに電線を半田付け、もしくはオプションの入力

ケーブルを使用して入力信号を接続してください。 

 

ピンNo. 信号名称 ピンNo. 信号名称 

１ Ch1（９）＋ ２ GND 

３ Ch２（１０）＋ ４ GND 

５ Ch３（１１）＋ ６ GND 

７ Ch４（１２）＋ ８ GND 

９ Ch５（１３）＋ １０ GND 

１１ Ch６（１４）＋ １２ GND 

１３ Ch７（１５）＋ １４ GND 

１５ Ch８（１６）＋ １６ GND 

１７ N.C. １８ N.C. 

１９ N.C. ２０ N.C. 

※（ ）内は 16A の Ch9～Ch16 用コネクタ 

表１．アナログ入力コネクタのピンアサイン 

 

CCⅡⅡⅡⅡのアナログ入力はハイ・インピーダンスとなっています。

使用しないチャンネルは GND ピンと短絡してください。開放

状態のまま使用すると不確定な値が計測されてしまいます。 

 

 

 

 アナログ信号の入力には、ノイズなどの混入を避けるため極

力シールド・ケーブルを使用してください。 

また、ノイズの混入やケーブルの浮遊容量による信号波形の

変形を避けるため、信号源から本体までの距離（入力ケーブ

ルの長さ）も極力短くしてご使用ください。 

 

◆個別シールド線を使用する場合の接続方法 

 チャンネルごとにシールドされたケーブルを使用する場合

には、図 17のように信号源の＋側を芯線、－側をシールドに

して接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17．個別シールドを使用したアナログ入力の結線 

 

◆一括シールド線を使用する場合の接続方法 

 複数のチャンネルが一括してシールドされたケーブルを使

用する場合には、図18のように信号源の＋側と－側を芯線に

し、一括シールドは本体のいずれかのチャンネルの－側に接

続します。 

 また、このような一括シールド線使用する場合には、図18の

ように＋側と－側をツイストペアとすることを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18．一括シールドを使用したアナログ入力の結線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アナログ入力ケーブルの結線 

アナログ入力コネクタのピンアサイン 

CCⅡⅡⅡⅡにシングルエンド電圧以外の

アナログ信号を入力することはでき 

ません。故障の原因となります。 

  ！！！！    注意注意注意注意    

アナログ入力の－側(GND)は、全チ

ャンネル電気的に短絡しています。 

複数の信号源を接続する場合、本体の－側端子によ

るショートに注意してください。 

  ！！！！    警告警告警告警告    

アナログ入力の－側(GND)は、USB 

コネクタを介してパソコンのグランド

と短絡しています。アナログ入力～本体～パソコンの

経路による不用意な短絡には十分注意してください。 

  ！！！！    警告警告警告警告    
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本体側のアナログ信号の入力回路は図19のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19．本体アナログ入力部の内部回路構成 

 

 この図は、アナログ入力の２チャンネルのみを抜き出して表

したものです。各チャンネルの－側入力（GND）は本体内部

で短絡していますので注意してください。 

CCⅡⅡⅡⅡのアナログ入力はハイ・インピーダンスとなっています。

使用しないチャンネルは GND ピンと短絡してください。開放

状態のまま使用すると不確定な値が計測されてしまいます。 

 

２．SYNC．コネクタの接続 

CCⅡⅡⅡⅡは、複数台の本体を使用した同期計測、および外部ト

リガー信号入出力用の SYNC.のコネクタを設けています。 

 

 

 

SYNC.コネクタのピンアサインは、下表のとおりです。 

オプションの SYNC.コネクタに電線を半田付けして結線してく

ださい。 

 

ピンNo. 信号名称 種別 

１ DC5V出力 外部トリガー入出力用 

２ DC5V出力 外部トリガー入出力用 

３ 同期クロックA 複数台同期接続用 

４ 同期クロックB 複数台同期接続用 

５ 外部トリガー出力 外部トリガー入出力用 

６ 外部トリガー入力 外部トリガー入出力用 

７ 同期コマンドA 複数台同期接続用 

８ 同期コマンドB 複数台同期接続用 

９ COM (コモン) 外部トリガー入出力用 

１０ COM (コモン) 外部トリガー入出力用 

 

表２．SYNC.コネクタのピンアサイン 

 

 

 

本体を複数台同期して計測

※１

を行う場合は、SYNC.コネクタ

を下の図20用に接続してください。外部トリガー信号用のピン

は接続する必要はありません

※２

。 

なお、同期クロックのAと B、同期コマンドのAと Bは図20

のようにツイストペアとすることを推奨します。 

◇ 

図 20 のように、同期信号は本体の内部回路と電気的に絶

縁されています。同期信号線を接続することにより、異なる本

体間のアナログ信号入力側のＧＮＤが短絡することはありま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20．同期計測時の接続方法 

 

 

※１： 同期計測はオフライン計測にしか適用されません。オンラインで

複数台を同期しての計測できませんので注意してください。 

※２： トリガー計測モードで同期計測を行う場合、最初にトリガーを検知

した装置が、同期コマンドのラインを経由して他の装置にトリガー

発生を通知します。よってトリガー計測モードにおいても、基本的

に図20 の接続で動作可能です。ただしこの場合、装置間で最大

100μSec のトリガー認識の遅延が発生します。 

この遅延が許されない場合、外部トリガー出力と外部トリガー入

力を、装置間で相互に接続してください。遅延時間を20μSecま

で短縮することができます。 

アナログ入力部の回路構成 

SYNC.コネクタのピンアサイン 

複数台同期の内部回路と接続方法 
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外部トリガー入出力部の回路構成は図21のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21．外部トリガー入出力部の回路構成 

 

外部トリガー入力に接続可能な信号レベルは無電圧接点ま

たは０～５Vです。５Vを超える信号源を接続することはできま

せん。なお、トリガー入力は負論理（アクティブ Low）となって

います。 

 

無電圧接点の信号を入力する場合、外部トリガー入力（６番

ピン）と COM（９～１０番ピン）間が短絡するように接続してくだ

さい。 

０～５Vの信号を入力する場合には、外部トリガー入力（６番

ピン）とCOM（９～１０番ピン）間に接続してください。 

◇ 

トリガー出力の論理はオープンコレクタで、負論理(アクティ

ブ Low)です。コレクタに印加可能な最大電圧は 24V、シンク

可能な最大電流は 20ｍAです。 

◇ 

DC５V出力ピン（１～２番ピン）から５VのDC電圧を出力し

ます。この電源の最大出力電流 30ｍAです。これ以上の負荷

を接続すると内部回路が破壊されますので注意してください。 

◇ 

トリガー入力の機能については、21 ページの『トリガー条

件』を参照してください。また、トリガー出力の変遷については、

18ページの『トリガー計測』を参照してください。 

 

 

３．電源の接続 

CCⅡⅡⅡⅡの電源は基本的に ACアダプタを使用します。ACア

ダプタは必ず付属品を使用してください。 

AC100V の供給されない環境で使用する場合には、オプ

ションの『DC IN ケーブル』を使用してください。この場合の接

続は下記の記述に従ってください。 

 

 

 

 

電源入力部の回路構成は図22のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

図 22．送信機・受信機 本体電源入力部の回路 

 

 

 

 

外部 DC 電源装置と本体は、オプションの『DC IN ケーブ

ル』を使用して下の図23のように結線してください。 

 

 

 

 

 

 

図 23．外部 DC 電源の接続 

 

電源入力ラインのスパイク・ノイズなどの影響をさけるため、

図23のように『DC IN ケーブル』はツイストして使用することを

推奨します。また、ノイズ混入、ケーブルの抵抗分による電圧

降下を少なくするために、外部 DC 電源装置と本体間の距離

（DC IN ケーブルの長さ）は極力短くしてご使用ください。 

◇ 

CCⅡⅡⅡⅡに供給する電源の許容電圧範囲は DC9～20V となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CCⅡⅡⅡⅡの全ての入出力ラインには、

サージアブソーバなどの保護回路 

は設けられていません。信号または電源ラインにサー

ジなどの混入する環境で使用すると、本体の回路が破

壊される可能性があります。やむをえず使用する場合

には、入出力ラインにサージアブソーバやバリスタな

どの保護回路を付加してください。 

  ！！！！    注意注意注意注意    

外部 DC 電源の接続方法 

電源入力部の回路構成 外部トリガー入出力の回路構成 

1

2

DC5V出力

DC5V出力

5

6

9

10

外部トリガー出力

外部トリガー入力

COM(コモン)

COM(コモン)

47kΩ

絶縁5V電源

絶縁回路

内

部

回

路

へ

オープンコレクタ

CCⅡSYNC.

CCⅡⅡⅡⅡの電源電圧の入力範囲は、

DC9～20V です。DC9V 以下の電圧 

では動作しません。また、20V を超える電圧が印加さ

れると本体が破壊されますので注意してください。 

  ！！！！    注意注意注意注意    
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オンライン計測 
 

『オンライン計測』とは、本体とパソコンをＵＳＢで接続し

たままで実行する計測形態です。この章では、『オンライン

計測』の操作方法と注意点について説明します。 

１．オンライン計測の操作 

 

 

オンライン計測は、下記のような手順で実行します

※１

。 

① 本体の入出力端子を結線し、電源を投入します。 

②  パソコン側のコントロール・ソフトウェアを起動すると、

図24のような初期画面が表示されます。この画面のツ

ールバーの『オンライン計測』ボタン   をクリックして

ください。 

③  次に、図 25 のようなオンライン計測画面が表示されま

す。ツールバーに表示されている各種計測条件

※１

を

設定してください。 

④  計測するチャンネルは波形表示枠右のチェックボック

スを操作して、任意のチャンネルを選択可能です。 

⑤ 計測データをパソコンのメディアへ保存する場合には、

『データの保存』で『する』を選択し『保存先ボタン』をク

リックして保存ダイアログを開き、ここで保存先と保存フ

ァイル名を指定してください。 

⑥オンライン計測画面の ツールバーの『DeviceID』を、

USB 接続した本体で設定されている値に合わせて、

『オンライン計測開始』ボタン    をクリックすると計測

を開始し、モニタに波形を表示します（図 26）。メディア

への保存が有効に設定されている場合には同時に保

存も行われます。 

なお、複数台の本体をパソコンに接続している場合で

も、オンライン計測は『DeviceID』で指定した１台づつし

か行えませんので注意してください。 

⑦  計測中に波形表示のＸ軸係数を変更することが可能

です。波形表示枠右上の▲ ▼ボタンで操作してくだ

さい。 

⑧  『オンライン計測停止』ボタン    をクリックすると計

測を停止し、波形表示をフリーズします。（図 27） 

⑩  図 27 の状態から計測条件等を変更するには『波形

消去・設定変更』ボタン    をクリックしてください。

各種設定の変更が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 24．コントロール・ソフトウェアの初期画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 25．オンライン計測初期画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26．オンライン計測中の画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27．オンライン計測停止画面 

 

※１： 設定した各種計測条件等はメディアへの保存・読出しが可

能です。ツールバー右の『オンライン計測条件を開く』『オン

ライン計測条件を保存』ボタンをクリックして表示されるダイ

アログで保存・読出しを行ってください。 

オンライン計測の実行 

オンライン計測中に、画面の拡大

縮小やアイコン化、画面の移動な 

どの操作は行わないでください。これら操作中には

データの転送および波形表示処理が阻害されるた

め、転送遅れ原因となります。 

  ！ 注意 



 

 １５

 

 

 

 

 

オンライン計測においても、電圧レベルを任意の物理

量に換算して表示することが可能です。 

図 25 画面の『物理量設定』ボタン    をクリックして

表示される図28のダイアログで設定してください。このダイ

アログでは、信号名称・単位・物理量最大値・物理量最小

値の設定変更が可能です。 

データの保存を有効にして計測が行われた場合、ここ

で変更された信号名称・物理量・単位は、保存されるデー

タにも反映されます。また、後述する保存波形表示画面で

再度変更することも可能です。 

同様に、前述したオンライン計測条件の保存・読出しの

際には、この信号名称・物理量・単位も含めて保存・読出

しが行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28．オンライン計測・物理量設定画面 

 

 

 

 

オンライン計測でメディアへ保存したデータは、パソコン

のモニタに再表示したり、市販の表計算ソフトで読めるファ

イル形式に変換することができます。 

この手順については、25 ページの『計測データの管理』を

を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

２．オンライン計測の注意点 

 

 

 

オンライン計測におけるサンプリング周期は計測するチ

ャンネル数に従って下記のように制限されています。 

１～２チャンネル収録時  ：最高 20μＳ 

３～８チャンネル収録時  ：最高 50μＳ 

９～16 チャンネル収録時 ：最高 100μＳ（16A のみ） 

◇ 

上記のサンプリング周期範囲内でも、パソコンの処理能

力や描画能力によって、本体～パソコンへの USB 転送処

理に遅れが発生する場合があります。この場合、サンプリ

ングされたデータは本体のリングバッファ・メモリに蓄積さ

れます。転送遅れが発生し、本体に一定以上の未転送デ

ータが蓄積されると図 29 のように、画面下に警告メッセー

ジが点滅表示されます。このメッセージが表示されたまま

計測を継続すると、本体のリングバッファ・メモリがオーバ

ーフローして計測データに欠落が発生する可能性があり

ますので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 29．オンライン計測における転送遅れの警告メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物理量の設定 

計測データの再表示とファイル変換 

サンプリング周期と転送速度 
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オフライン計測 
 

『オフライン計測』とは、あらかじめパソコンで設定した計

測条件を本体にダウンロードし、本体単独で計測を実行

する運用方法です。この『オフライン計測』は、さまざまな

計測モードやその他計測を補助する機能をサポートして

います。この章ではこれらの機能の詳細について説明しま

す。 

１．計測モードの動作と状態遷移 

『オフライン計測』においては、計測モードとして『定刻

計測』『インターバル計測』『トリガー計測』の３種類をサポ

ートしています。この章では、各計測モードの動作と本体

の状態遷移について説明します。 

 

 

 

◆定刻計測の概念 

『定刻計測』では図 30のように、１日１回、定刻に収録を

実行する計測モードです。計測条件の成立で定刻待機状

態に遷移し、あらかじめ指定された定刻（収録開始時刻）

になると収録を実行します。収録日数が複数日に設定さ

れている場合には、収録完了後に再び定刻待機状態に

戻り、次の日の定刻到来で２回目の収録を実行します。 

 計測開始条件、収録日数、収録時間、収録時刻などの

各種条件は、計測を開始する前にパソコンで設定し、本

体にダウンロードしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 30．『定刻計測』における計測動作 

 

◆定刻計測における本体の状態遷移 

定刻計測における本体の状態遷移を図 31に記します。 

・遷移条件 

ｃ１： 電源投入後、無条件に『待機状態』へ遷移します。 

ｃ２： 計測開始条件が成立すると、『定刻待機状態』へ遷

移します。 

ｃ３： 定刻（収録時刻）の到来で『定刻計測状態』へ遷移し

ます。 

ｃ４： 規定の収録時間の収録完了後に収録日数をカウント

し、指定された収録日数に満たない場合、『定刻待

機状態』へ遷移します。 

 

 

 

 

ｃ５： 規定の収録時間の収録完了後に収録日数をカウント

し、指定された収録日数に到達した場合『待機状態』

へ遷移します。 

『定刻計測状態』の途中で Stop スイッチの操作また

は USB のイベントを検知した場合には計測を中止し

て『待機状態』へ遷移します。この場合、そこまでの

計測データは MicroSDXCに記録されます。 

ｃ６： 『定刻待機状態』においても、Stop スイッチの操作ま

たは USB のイベントを検知した場合には計測を中止

して『待機状態』へ遷移します。 

ｃ７： パソコンからのコマンドに応じて、コマンドの実行状

態へ遷移します。 

ｃ８： コマンドの実行を完了したら再び『待機状態』へ遷移

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31．定刻計測時の状態遷移 

 

 

◆各状態の処理内容と LED・トリガー出力のステータス 

①待機状態 

・ 計測開始条件の成立を待ちます。 

・ 『Status』LEDは、計測開始条件で指定日時が有効に設

定されている場合には緑色に点滅、無効に設定されて

いる場合には消灯します。 

・ トリガー出力は非アクティブとなります。 

②定刻待機状態 

・ 計測を停止し、指定された定刻（収録時刻）の到来を待

機します。 

・ 『Status』LEDは緑色に点灯します。 

・ 外部トリガー出力は非アクティブとなります。 

③定刻計測状態 

・ 規定の計測条件で計測を行いながら、MicroSDXC へ

計測データを保存します。 

・ 『Status』LEDは橙色に点灯します。 

・ 外部トリガー出力はアクティブとなります。 

定刻計測 
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◆強制停止での注意点 

状態遷移の項に記したように、計測途中の Stop スイッ

チ操作または USB イベントの検知により計測を中止しま

す。 

定刻計測においては、『定刻待機状態』と『定刻計測状

態』の実行ステートが存在します。ここでは、それぞれ２つ

の実行ステートで計測が中止された場合のデータの保存

形態を解説します。 

 

【定刻計測状態での強制停止】 

収録時間 20 秒・収録日数 100 回の設定で、収録日数

53 日目で 15 秒を収録した時点で計測が中止された場合、

計測データは次のような形で MicroSDXC に保存されま

す。 

・実際の収録日数は 53日 

・各収録日数の実際の収録時間 

１日目～52 日目 ：20 秒分のデータ 

53日目      ：15 秒分のデータ 

【定刻待機状態での強制停止】 

同様の条件設定で、12 日の収録を完了し、本体が『定

刻待機状態』にある場合に計測が中止された場合、計測

データは次のような形でMicroSDXCに保存されます。 

・実際の収録日数は 12 日 

・各収録日数の実際の収録時間 

１日目～12 日目  ：20 秒分のデータ 

 

 

 

◆インターバル計測の概念 

『インターバル計測』は、図 32のように規定のインターバ

ル周期をおいて複数回（１回だけの収録も可能）の収録を

実行する計測モードです。計測開始条件の成立で１回目

の収録を実行し、収録回数が複数回に設定されている場

合には、規定のインターバル周期をおいて２回目以降の

収録を繰り返し実行します。 

計測開始条件、収録回数、収録時間、インターバル周

期などの各種条件は、計測を開始する前にパソコンで設

定し、本体にダウンロードしておきます。 

 

 

 

 

 

 

図 32．『インターバル』における計測動作 

 

 

 

 

◆インターバル計測における本体の状態遷移 

インターバル計測の状態遷移を図 33に記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 33．インターバル計測時の状態遷移 

 

・遷移条件 

ｃ１： 電源投入後、無条件に『待機状態』へ遷移します。 

ｃ２： 計測開始条件が成立すると、『インターバル計測状

態』へ遷移します。 

ｃ３： 規定の収録時間の収録完了後に収録回数をカウント

し、指定された収録回数に満たない場合、インター

バル待機状態へ遷移します。 

ｃ４： 指定されたインターバル周期で再度インターバル計

測状態へ遷移します。 

ｃ５： 規定の収録時間の収録完了後に収録回数をカウント

し、指定された収録回数に到達した場合『待機状態』

へ遷移します。 

『インターバル計測状態』の途中で、Stop スイッチの

操作または USB のイベントを検知した場合には、計

測を中止して『待機状態』へ遷移します。この場合、

そこまでの計測データは MicroSDXC に記録されま

す。 

ｃ６： 『インターバル待機状態』においても、Stop スイッチ

の操作または USB イベントを検知した場合には計測

を中止して『待機状態』へ遷移します。 

ｃ７： パソコンからのコマンドに応じて、コマンドの実行状

態へ遷移します。 

ｃ８： コマンドの実行を完了したら再び『待機状態』へ遷移

します。 

 

◆各状態の処理内容と LED・トリガー出力のステータス 

①待機状態 

・ 計測開始条件の成立を待ちます。 

・『Status』LED は、計測開始条件の指定日時が有効に設

定されている場合には緑色に点滅、無効に設定されて

いる場合には消灯します。 

・ 外部トリガー出力は非アクティブとなります。 

 

インターバル計測 
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②インターバル計測状態 

・ 規定の計測条件で計測を行いながら、MicroSDXC へ

計測データを保存します。 

・ 『Status』LEDは橙色に点灯します。 

・外部 トリガー出力はアクティブとなります。 

③インターバル待機状態 

・ 計測を停止し、次のインターバル周期に達するまで待

機します。 

・ 『Status』LEDは緑色に点灯します。 

・ トリガー出力は非アクティブとなります。 

 

◆強制停止での注意点 

状態遷移の項に記したように、計測途中の Stop スイッ

チ操作または USB、ネットワーク・イベントの検知により計

測を中止します。 

インターバル計測においては、『インターバル計測状

態』と『インターバル待機状態』の実行ステートが存在しま

す。ここでは、それぞれ２つの実行ステートで計測が中止

された場合のデータの保存形態を解説します。 

 

【インターバル計測状態での強制停止】 

収録時間20秒・収録回数 90回の設定で、収録回数 53

回目で15秒を収録した時点で計測が中止された場合、計

測データは次のような形でMicroSDXCに保存されます。 

・実際の収録回数は 53回 

・各収録回数の実際の収録時間 

１回目～52 回目  ：20 秒分のデータ 

53回目       ：15 秒分のデータ 

【インターバル待機状態での強制停止】 

同様の条件設定で、12 回の収録を完了し、本体が『イ

ンターバル待機状態』にある場合に計測が中止された場

合、計測データは次のような形で MicroSDXC に保存され

ます。 

・実際の収録回数は 12 回 

・各収録回数の実際の収録時間 

１回目～12 回目  ：20 秒分のデータ 

 

 

 

◆トリガー計測の概念 

『トリガー計測』は図 34のようにトリガー条件の成立で収

録を実行する計測モードです。計測開始条件の成立でプ

リトリガ状態に遷移して計測を開始し、トリガー条件の成立

で計測データをMicroSDXCに記録します。収録回数が複

数回に設定されている場合には１回目の収録完了後に再

びプリトリガ状態に戻って計測を継続します。 

計測開始条件、トリガー条件、収録回数、収録時間、プ

リトリガ分収録時間などの各種条件は、計測を開始する前

にパソコンで設定し、本体にダウンロードしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 34．『トリガー計測』における計測動作 

 

◆トリガー計測における本体の状態遷移 

トリガー計測における本体の状態遷移を図 35 に記しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 35．インターバル計測時の状態遷移 

 

・遷移条件 

ｃ１： 電源投入後、無条件に『待機状態』へ遷移します。 

ｃ２： 計測開始条件が成立すると、『プリトリガ計測状態』へ

遷移します。 

ｃ３： トリガー条件の成立で『ポストトリガ計測状態』へ遷移

します。 

ｃ４： 規定の収録時間の収録完了後に収録回数をカウント

し、指定された収録回数に満たない場合、プリトリガ

計測状態へ遷移します。 

ｃ５： 規定の収録時間の収録完了後に収録回数をカウント

し、指定された収録回数に到達した場合『待機状態』

へ遷移します。 

『ポストトリガ計測状態』の途中で Stopスイッチの操作

または USB のイベントを検知した場合には、計測を

中止して『待機状態』へ遷移します。この場合、そこま

での計測データはMicroSDXCに記録されます。 

ｃ６： 『プリトリガ計測状態』においても、Stop スイッチの操

作または USB のイベントを検知した場合には計測を

中止して『待機状態』へ遷移します。 

ｃ７： パソコンからのコマンドに応じて、コマンドの実行状

態へ遷移します。 

ｃ８： コマンドの実行を完了したら再び『待機状態』へ遷移

します。 
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◆各状態の処理内容と LED・トリガー出力のステータス 

①待機状態 

・ 計測開始条件の成立を待ちます。 

・『Status』LED は、計測開始条件の指定日時が有効に設

定されている場合には緑色に点滅、無効に設定されて

いる場合には消灯します。 

・ 外部トリガー出力は非アクティブとなります。 

②プリトリガ計測状態 

・ 規定の計測条件で計測を行いながら、プリトリガ用リング

バッファへデータを保存します。 

・ 『Status』LEDは緑色に点灯します。 

・ トリガー出力は非アクティブとなります。 

③ポストトリガ計測状態 

・ 規定計測条件で計測を行いながら、プリトリガ分計測デ

ータ～ポストトリガ分計測データの順にMicroSDXCへデ

ータを記録します。 

・ 『Status』LEDは橙色に点灯します。 

・ トリガー出力はアクティブとなります。 

 

◆強制停止での注意点 

状態遷移の項に記したように、計測途中に Stop スイッ

チが操作された場合には計測を中止します。 

トリガー計測においては、『プリトリガ計測状態』と『ポスト

トリガ計測状態』の実行ステートが存在します。ここでは、

それぞれ２つの実行ステートで計測が中止された場合の

データの保存形態について解説します。 

 

【プリトリガ計測状態での強制停止】 

プリトリガ計測状態で計測が中止された場合、現在まで

に収録したプリトリガ分のデータを破棄し、前回の収録回

数までの計測データを MicroSDXCに記録します。 

例えば、収録時間 20 秒、プリトリガ分収録時間 15 秒、

収録回数 100回の設定で計測を実行していて、収録回数

74回目のプリトリガ計測中に計測が中止された場合、計測

データは下のような形式で保存されます。 

・実際の収録回数は 73回 

・各収録回数の実際の収録時間 

１回目～73回目 ：20 秒（プリ 15 秒/ポスト 5 秒） 

【ポストトリガ計測状態での強制停止】 

ポストトリガ計測状態で計測が中止された場合、当該計

測回数のプリトリガ分データと、現在までのポストトリガ分デ

ータをMicroSDXCに記録します。 

例えば、収録時間 20 秒、プリトリガ分収録時間 15 秒、

収録回数 100回の設定で計測を実行していて、収録回数

74回目、トリガー発生後2秒データを収録した時点で計測

が中止された場合、計測データは下のような形式で保存さ

れます。 

・実際の収録回数は 74 回 

 

・各収録回数の実際の収録時間 

１回目～73回目  ：20 秒（プリ 15 秒/ポスト 5 秒） 

74 回目       ：17 秒（プリ 15 秒/ポスト 2秒） 

 

２．計測条件 

CCⅡⅡⅡⅡ は、『オフライン計測』において、計測モード以外

にもさまざまな計測条件を指定することができます。この項

では、これらの計測条件について説明します。計測条件

の設定方法などについては、23 ページの『計測の実行』

を参照してください。 

 

 

 

計測を開始する条件を指定します。計測モードが『定刻

計測』の場合、この条件の成立で定刻待機状態に遷移し

ます。計測モードが『インターバル計測』の場合、この条件

の成立で即時、収録回数 1 回目の収録を開始します。 

『トリガー計測』の場合、この条件の成立で収録回数１回目

のプリトリガ計測状態に遷移します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆設定可能な計測開始条件 

・Startスイッチ 

・指定日時 

・電源投入毎 

 これら条件は複数指定することができます。複数の条 

件が指定された場合、どれか１つの条件が成立した時 点

で計測を開始します。 

 

 

 

１回の計測における収録回数を指定します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆設定範囲 

１回～65535回。 

 

 

 

収録回数１回あたりの収録時間を指定します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。また、計測モードが『ト

リガー計測』の場合にはプリトリガ分収録時間とポストトリガ

分収録時間の合計値を指定します。（秒，分，時，日単位

で設定可能です。） 

◆設定範囲 

1秒以上。ただし収録時間／サンプリング周期が 1Gデー

タを超えないこと。 

計測開始条件 

収録時間 

収録回数 
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収録のサンプリング周期を指定します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆設定範囲 

サンプリング周期が１秒未満の場合は下記から選択しま

す。 

10μＳ，20μＳ，50μＳ，100μＳ，200μＳ，500μＳ， 

１ｍＳ，２ｍＳ，５ｍＳ，10ｍＳ，20ｍＳ，50ｍＳ， 

100ｍＳ，200ｍＳ，500ｍＳ 

１秒以上のサンプリング周期を設定する場合には、1 秒～

60 秒まで、１秒単位で任意の値を設定することができます 

◆注意点 

最高サンプリング周期は計測モード、収録チャンネル数に

よって下記のように制限されます。 

・定刻およびインターバル計測の場合 

１チャンネル収録時     ：最高 10μＳ 

２チャンネル収録時     ：最高 20μＳ 

３～８チャンネル収録時  ：最高 50μＳ 

９～16 チャンネル収録時 ：最高 100μＳ（16A のみ） 

・トリガー計測の場合 

１チャンネル収録時     ：最高 20μＳ 

２チャンネル収録時     ：最高 50μＳ 

３～８チャンネル収録時  ：最高 100μＳ 

９～16 チャンネル収録時 ：最高 200μＳ（16A のみ） 

 

 

 

アナログ入力に挿入されるローパスフィルタの遮断周波数

を指定します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆設定範囲 

下記の１２種の遮断周波数から選択します。 

20ｋＨｚ，１0ｋＨｚ，5ｋＨｚ，2ｋＨｚ，1ｋＨｚ，500Ｈｚ， 

200Ｈｚ，100Ｈｚ，50Ｈｚ，20Ｈｚ，10Ｈｚ，Pass 

 

 

 

計測中に本体の USB インターフェイスを切断する/しない

を指定します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆注意点 

16～19 ページ『計測モードの動作と状態遷移』に記し

たように、オフライン計測中に USBのイベントが発生すると

強制的に計測を中止します。この条件にチェックを入れる

と、本体はオフライン計測中に USBを切断するため、不用

意な計測の強制停止を回避することができます。ただし、

本体はオフライン計測中パソコン側からの操作には応答し

なくなります。 

また、パソコン側のソフトウェアを操作しない場合にも、

Windows やネットワーク上の機器などから、USB に何らか

のパケットを送出し、本体側に影響を与える場合がありま

す。この計測条件をチェックして計測中はUSBを切断する

ことを推奨します。 

 

 

 

収録するアナログ入力のチャンネルを指定します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆設定範囲 

１～８チャンネルまで任意のチャンネルの収録を有効に設

定することができます。 

 

 

 

アナログ入力のレンジを設定します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆設定範囲 

下記の８種から選択します。本体に入力可能な信号形式

はシングルエンドのみです。 

±１Ｖ，±２Ｖ，±５Ｖ，±１０Ｖ 

 

 

 

『定刻計測モード』における収録開始時刻（定刻）を設定し

ます。 

◆適用 

計測モード『定刻計測』にのみ適用されます。 

◆設定範囲 

任意の時刻（時，分，秒単位で設定可能です。） 

 

 

 

『インターバル計測モード』におけるインターバル周期を設

定します。 

◆適用 

計測モード『インターバル計測』にのみ適用されます。 

◆設定範囲 

１秒～31 日（秒，分，時，日単位で設定可能です。） 

◆注意点 

収録回数１回あたりの収録時間より短い時間に設定するこ

とはでません。 

収録チャンネル 

入力レンジ 

インターバル周期 

サンプリング周期 

収録時刻 

インターフェイス 

ローパスフィルタ 



 

 ２１

 

 

 

トリガー計測モードにおけるトリガー条件を指定します。 

◆適用 

計測モード『トリガー計測』にのみ適用されます。 

◆指定可能なトリガー条件 

・アナログ入力・立上り（全入力チャンネル） 

・アナログ入力・立下り（全入力チャンネル） 

・外部トリガー入力・立上りまたは立下り 

・Startスイッチ 

上記の４項目のトリガー条件は、複数指定することがで

きます。複数の条件が指定されている場合、後述のトリガ

ー論理の設定で指定された条件に従ってトリガーを発生

させます。詳しくは『トリガー論理』を参照ください。 

◆注意点 

各トリガー条件は、アナログ入力、外部トリガーとも下の

図 36、図 37のようにエッジトリガーとなっています。レベル

トリガーとして動作させることはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 36．アナログﾞ入力立上りのトリガー成立例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 37．外部トリガー入力立下りのトリガー成立例 

 

また、アナログ入力のトリガーチェックは本体側のファー

ムウェアで行っています。このため、下の図 38 のようにサ

ンプリング周期より短い時間で収束した現象でトリガーを

検知することはできません。外部トリガー入力はハードウェ

アでトリガー検知およびラッチを実現しているため、サンプ

リング周期より短い時間で収束するパルスでもトリガーを検

知することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 38．アナログ入力トリガー検知のタイミング 

 

 

 

 

トリガー計測モードにおいて、複数のトリガー条件が指

定された場合のトリガー発生論理を設定します。 

◆適用 

計測モード『トリガー計測』にのみ適用されます。 

◆指定可能なトリガー論理 

・ANDまたは OR 

トリガー論理が ORに設定された場合、計測開始後、有

効に指定されたトリガー条件のどれか１つでも成立した時

点でポストトリガ状態に遷移します。 

トリガー論理が AND に設定された場合、計測開始後、

有効に指定されたトリガー条件は成立した時点でそれぞ

れラッチされ、すべてのトリガー条件が成立した時点でポ

ストトリガ状態へ遷移します。 

例として、アナログ入力１の立上り、アナログ入力２の立

下り、外部トリガー１の立上りを有効に設定し、トリガー論

理をANDに指定した場合のポストトリガ遷移状態を下の図

39に記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 39．ＡＮＤ論理でのポストトリガへの遷移 

 

 

 

 

 

トリガー条件 

トリガー論理 

アナログ入力

Ｃｈ１

トリガーレベル

Ｌｏｗレベル

Ｈｉｇｈレベル

プリトリガ計測 ポストトリガ計測

Ch1立上り成立

Ch2立下り成立

アナログ入力

Ｃｈ２

外部トリガー１

全トリガー条件成立計測開始

トリガー検知不能

トリガー検知

サンプル周期

プリトリガ計測 ポストトリガ計測

入力信号

トリガーレベル
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トリガー計測におけるアナログ入力のトリガー・レベルの電

圧を設定します。 

◆適用 

計測モード『トリガー計測』にのみ適用されます。 

◆設定範囲 

チャンネルごとに、選択された入力形式に応じた入力レン

ジの範囲内で、異なるレベルに設定可能です。 

◆注意点 

同一チャンネルで立上りと立下りを異なるレベルに設定す

ることはできません。 

 

 

 

『トリガー計測モード』におけるプリトリガ分の収録時間を指

定します。 

◆適用 

計測モード『トリガー計測』にのみ適用されます。 

◆設定範囲 

入力チャンネル数×（プリトリガ分の収録時間／サンプリン

グ周期）が 2097152（2Mデータ）以下であること。

※１

 

◆注意点 

計測開始からトリガー発生までの期間が短く、プリトリガ

分収録時間のサンプリングが実行されなかった場合には、

その分ポストトリガ分の収録時間を増やして、トータルの収

録時間を合致させます。例えば、プリトリガ分収録時間を 8

秒、トータルの収録時間を 10 秒に設定して計測を開始し、

3 秒の収録をした時点でトリガーが成立した場合、ポストト

リガ分収録時間を 15 秒に増やして収録を継続します。こ

の場合の収録結果は、プリトリガ分収録時間が 3秒、ポスト

トリガ収録時間が 15 秒と、あらかじめ設定された条件と異

なったものとなりますので注意してください。 

 

 

 

アナログ入力の各チャンネルに、個別の信号名称を割り

付けることができます。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆設定範囲 

半角８文字または全角４文字以内で入力可能です。 

◆注意点 

割り付けられた名称は、他の計測条件と同じように本体

へダウンロードされます。本体は計測データと合わせて、

この信号名称も MicroSDXC に保存します。このため、計

測データをパソコンへ回収した後においても、各入力チャ

ンネルとその名称の関係が喪失することはありません。 

 

 

 

アナログ入力の各チャンネルに、個別の物理量と単位

を設定することができます。物理量は、現在設定されてい

る入力レンジで最大の値が入力されたときの物理量（最大

値）と最小の値が入力されたときの物理量（最小値）を指

定します。 

例えば、入力形式が±10V、最大物理量が 5.00、最小

物理量が 0.00、単位がＧに設定されている場合、＋10V

が入力されたときの物理量は 5.00Ｇ、－10Vが入力された

ときの物理量が 0.00Ｇと認識します。 

◆適用 

全ての計測モードに適用されます。 

◆設定範囲 

物理量の最大値・最小値および単位とも、半角８文字ま

たは全角４文字以内の文字列で指定します。 

物理量の最大値・最小値は、数字、小数点、符号（＋ま

たは－）のみ入力可能で、小数点は任意の位置に置くこと

ができます。 

◆注意点 

設定された物理量と単位は、他の計測条件と同じように

本体へダウンロードさ れます。本体は計測データを

MicroSDXC に保存する際にこの物理量と単位も合わせて

保存します。このため、計測データをパソコンへ回収した

後においても、各入力チャンネルとその物理量および単

位の関係が喪失することはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１： 本体のプリトリガ・データ用リング･バッファ･メモリとして搭載

されるメモリの容量（2M データ）でこの最大値が限定されま

す。例えば、入力が１Ch しか有効に設定されていない場合、

プリトリガ分のデータ収録量（プリトリガ分の収録時間／サン

プリング周期）の最大値は 2097152/１Ch で 2097152 個とな

りますが、入力が７Ch 有効に設定されている場合、プリトリ

ガ分データ収録量の最大値は 2097152/７Ch で 299593 個

（端数切り捨て）となります。 

トリガー・レベル 

プリトリガ分収録時間 

信号名称の割り付け 

物理量と単位の設定 
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３．計測の実行 

『オフライン計測』の操作は、おおまかに次のような手順

で行われます。この章では、これらの操作方法について順

を追って説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測条件は、パソコン側の『コントロール・ソフトウェア』で

設定し、本体へダウンロードします。この操作手順は次のと

おりです。 

①パソコンの電源を投入し、『コントロール・ソフトウェア』を

起動し、初期画面を表示します。 

②本体の電源を投入し、USBケーブルを接続します。 

③初期画面ツールバーの『計測条件設定』ボタン   をクリ

ックします。 

④図40のような計測条件設定画面が表示されますので、こ

の画面で各種計測条件を設定します。 

⑤設定した条件を確認し、間違いなければこれらの設定を 

本体にダウンロードします。計測条件設定画面のツール

バーの『DeviceID』を、USB接続した本体で設定されてい

る値に合わせて『ダウンロード』ボタン    をクリックする

とこれらの計測条件を本体へ書込みます。 

なお、複数台の本体をパソコンに接続している場合でも、

ダウンロード操作は『DeviceID』で指定した１台づつしか

行えませんので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 40.計測条件設定画面 

 

 

 

 

計測条件をダウンロードする際に、パソコンに設定されて

いる現在の日付と時間が含められます。本体は、計測条件

に含めてダウンロードされた日時を内部のリアルタイム・クロ

ック(カレンダー時計)に設定します。本体側で管理される日

時は、ダウンロードを実行したパソコンの日時設定に依存

する点に注意してください。 

◇ 

ここで設定した各種計測条件は、パソコン側のメディア

へファイルとして保存し、後で再び読込むことができます。

この操作は、計測条件設定画面の『オフライン計測条件を

開く』    『オフライン計測条件を保存』ボタン   をクリッ

クして表示されるダイアログで、フォルダとファイル名を指定

して実行してください。 

 

 

 

『オフライン計測』は下記の手順で実行します。 

①計測条件のダウンロード後、本体の USBケーブルを外し、

本体の電源を遮断します。 

②本体を設置し、11～13 ページの『本体の接続』に記した

手順で入出力関係のケーブルを接続し、本体の電源を

投入します。 

③電源を投入すると、設定された『計測開始条件』に従って

計測を行います。このときの計測データは本体の

MicroSDXCに記録されます。 

④途中で計測を停止したい場合には、本体の Stopスイッチ

を押してください。そこまでの計測データを保存し、計測

を停止します。 

 

 

 

『オフ ラ イ ン計測』 で 計測し たデー タ は 、 本体の

MicroSDXC に記録されています。このデータをパソコンへ

回収する方法は、本体から USB インターフェイス介して行う

方法と、本体から MicrSDXC を取り外し、パソコンに挿入し

て直接回収する方法があります。ここでは、これらの操作方

法について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測条件の設定とダウンロード 

計測条件の設定とダウンロード 

計測の実行 

計測データの回収 

計測の実行 

計測モードに関わらず、計測中に

USB のイベントが発生すると計測 

を強制的に中止します。これを防止するために計測条

件『インターフェイス』の『計測時に USB を一時切断す

る』にチェックを入れておくことを推奨します。 

計測データの回収と保存 

  ！ 注意 
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◆USB インターフェイスを介して回収する方法 

①『コントロール・ソフトウェア』を起動します。 

②本体の電源を投入し、USBケーブルを接続します。 

③初期画面の回収タブ内の回収方法で『USB』を選択し、

『DeviceID』をUSB接続した本体で設定されている値に合

わせます。複数台の本体をパソコンに接続している場合

でも、回収操作は『DeviceID』で指定した１台づつしか行

えません。 

初期画面上に回収枠が表示されない場合にはツールバ

ー左端の『回収タブ表示』にチェックを入れてください。 

④ 『リスト取得』ボタンをクリックします。計測データのファイ

ル

※１

が存在する場合、図41のように記録されているデー

タの計測開始日時が回収リストに表示されます。回収した

いデータにチェックを入れ、回収実行ボタンをクリックして

ください。 

⑤回収リストで複数のデータにチェックが入れられている場

合には、最初に図42のような回収先フォルダを指定する

ダイアログが表示されます。ここでは保存ファイル名は入

力せず、保存先フォルダのみ指定してください。 

図42の画面で『保存』ボタンをクリックすると、図43のよう

な保存ファイル名を指定するダイアログが順次表示され

ます。デフォルトのファイル名は計測開始日時となります。

変更の必要がない場合には『保存』ボタンをクリックして

回収・保存を繰り返し実行してください。 

回収リストで１つのデータにしかチェックが入れられてい

ない場合、図 42の保存先フォルダを指定するダイアログ

が表示されず、直接図 43 のファイル名指定ダイアログが

表示されます。ここでフォルダとファイル名を指定して保

存を実行してください。 

⑥ここで保存した計測データは、パソコンの画面に波形とし

て再表示したり、表計算ソフトで読込み可能なファイル形

式に変換することができます。これらの操作については

25ページの『計測データの管理』を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4１.計測データの一覧表示画面 

 

※１： 計測データ・ファイルは１回の計測で１つ生成され、収録回

（日）数の毎には生成されません。例えば、収録回数 10 回、収録時

間10 秒の条件で計測を行った場合でも、１回の計測として処理され、

１つのファイルに保存されます。 

◆MicroSDXC から直接回収する方法 

①本体の電源を遮断した状態でMicroSDXCを取り外し、パ

ソコンのスロットに挿入します

※２

。 

②『コントロール・ソフトウェア』を起動します。 

③初期画面の回収タブ内の回収方法で『SDXC 直接』を選

択し、『Drive』で MicroSDXC を挿入したドライブを選択し

ます。 

初期画面上に回収枠が表示されない場合にはツールバ

ー左端の『回収タブ表示』にチェックを入れてください。 

◇ 

以降の操作は『USB インターフェイスを介して回収する方

法』の④～⑥と同一ですのでこれを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 42．複数データ回収時の保存先フォルダ指定ダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 43．データ回収時の保存ファイル名指定ダイアログ 

 

※２ MicroSDXC カードから直接データを回収する場合には、アプ

リケーションソフトウェアを起動する前に、SDXCカードをあらか

じめパソコンに挿入しておいてください。アプリケーションソフ

トウェアは起動時にのみパソコンのメディアのチェックを行いま

す。このため、アプリケーション起動後に MicroSDXC カードを

挿入してもメディアを認識できない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CCⅡⅡⅡⅡで使用する MicroSDXC カード

はWindowsで認識可能なファイルシ 

ステムでフォーマットされていません。このため、

MicroSDXC カードをパソコンに挿入するとカードのフォ

ーマットを促すメッセージが表示されます。ここで

Windows 用にフォーマットするとデータの回収が不可

能となります。絶対にフォーマットしないように注意し

てください。 

  ！ 注意 
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『オフ ラ イ ン計測』 で 計測し たデー タ は 、 本体の

MicroSDXCに記録されています。この本体側に記録された

データを消去する方法を説明します。 

 

①パソコンの電源を投入し、『コントロール・ソフトウェア』を

起動し、初期画面を表示します。 

②本体の電源を投入し、USBケーブルを接続します。 

③初期画面ツールバーの『計測条件設定』ボタン    を

クリックし、計測条件設定画面を表示します。 

④計測条件設定画面のツールバーの『DeviceID』を、USB

接続した本体で設定されている値に合わせて『計測デー

タの消去』ボタン    をクリックする、図 44 のような消去

の確認を促すメッセージが表示されます。確認して『は

い』ボタンをクリックします。 

◇ 

いったん本体側記録データの消去を実行すると復旧するこ

とは不可能です。消去する前に対象とする本体の DeviceID

などに間違いがないか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

図 44．消去の確認を促すメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測データの管理 

 

『オンライン計測』または『オフライン計測』で計測しパソコ

ンへ回収・保存されたデータは、コントロール・ソフトウェア

を使用することで、モニタに波形として表示したり、市販の

表計算ソフトで読み取り可能なファイル形式に変換すること

ができます。 

この章では、これらの操作手順について説明します。 

 

１．計測のデータの波形表示と印刷 

 

 

 

パソコンへ回収・保存されたデータは、次のような手順で

モニタに波形表示することができます。 

①パソコンの電源を投入し、『コントロール・ソフトウェア』を

起動し、初期画面を表示します。 

③初期画面ツールバーの『保存波形表示』ボタン    を

クリックします。 

④Windowsの開くダイアログが表示されますので、この画面

で波形表示したいデータ・ファイルを選択し、『開く』ボタ

ンをクリックします。 

⑤選択されたファイルの計測データが図 45 のように表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 45．保存波形表示画面 

 

 

 

表示画面では、下記のような操作で、波形の表示形態を

変更することができます。 

 

◆チャンネルごとの表示/非表示 

波形表示枠右側のチェックボックスを操作して、任意のチ

ャンネルの表示/非表示を設定することができます。 

計測データの波形表示 

波形表示の操作 

本体側記録データの消去 
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◆縦軸（振幅）の拡大/縮小 

ツールバーの『Ｙ軸拡大』   『Ｙ軸縮小』   ボタンを

クリックすることで、全チャンネル同時に振幅の拡大/縮小

が可能です。 

波形表示枠右側の▲ ▼ボタンをクリックすると、各チャン

ネル個別に振幅の拡大/縮小が可能です。 

 

◆縦軸（振幅）のオフセット移動 

ツールバーの『Ｙ軸中心を表示範囲内の平均値に』ボタ

ン    をクリックすることで、全チャンネル同時に表示波

形のＹ軸中心を、表示範囲内の平均値へ移動します。この

操作をすることで、表示波形を枠内の中心に移動すること

ができます。また、『Ｙ軸中心をゼロ点にクリア』ボタン       

をクリックするとＹ軸中心を本来のゼロ点に戻します。 

波形表示枠右側の－ …ボタンをクリックすると、各チャ

ンネル個別にＹ軸の移動が可能です。 

 

◆横軸（時間）拡大/縮小 

波形表示画面の任意の位置で、マウスを左クリックすると、

緑色のカーソル・ラインが表示されます。カーソルが表示さ

れた状態で、ツールバーの『Ｘ軸拡大』   『Ｘ軸縮小』    

ボタンをクリックしてください。 

 

◆カーソル・ライン上データの確認 

波形表示画面の任意の位置で、マウスを左クリックすると、

緑色のカーソル・ラインが表示されます。 

このとき、カーソル上部にデータの番号が表示されます。ま

た同様に波形表示枠の右側には、カーソル・ライン上の物

理量が数値で表示されます。 

 

 

 

波形表示画面ツールバーの『計測条件の表示・物理量

他変更』ボタン    をクリックすると、図 46 のような形態で、

当該表示データが計測された際の条件設定と、計測開始/

終了のステータスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46．保存されているデータの計測条件表示画面 

 

 

 

回収・保存されたデータの信号名称とアナログ入力の物

理量を変更して再保存することができます。 

前述した『計測条件・計測ステータスの確認』の操作で表

示される画面の、『信号名称・物理量』タブをクリックしてくだ

さい。図47のような画面が表示されます。ここで変更する新

しい値を入力し、『物理値変更保存』ボタンをクリックしてくだ

さい。変更された物理量・信号名称が反映された状態に表

示を更新し、計測データのファイルを上書き保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 47．信号名称・物理量変更画面 

 

 

 

表示されている計測データの波形を、プリンターに印刷

することができます。 

波形表示画面ツールバーの『印刷』ボタン   をクリックす

ると、現在画面に表示されているイメージで、データ波形を

プリンターに印刷します。 

用紙のサイズや方向などを変更したい場合には『印刷プ

レビュー』ボタン   をクリックしてください。図48のようなプ

レビュー画面が表示されます。ここで『設定』ボタンをクリック

するとプリンターの設定が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48．印刷プレビュー画面 

計測条件・計測ステータスの確認 

信号名称・物理量の変更 

計測データの波形印刷 
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２．計測のデータのテキスト変換 

25～26 ページに記した方法で画面に波形表示した計測

データの１部を抜き取って、市販の表計算ソフトで読み取り

可能なテキストファイル形式に変換して保存します。この操

作は、下記の２系統の方法で実行することができます。 

 

 

 

マウスの操作でファイル変換するデータのエリアを指定

する方法です。 

①25～26 ページに記した方法で、計測データの波形を表

示します。 

②データ波形上の、任意の場所にマウスのポインタを置い

て、右クリックすると赤いカーソル・ラインが表示されます。

このポイントがテキスト変換の開始点となります。 

③次に、テキスト変換の終了点にポインタを置いて再度マウ

スを右クリックすると、この点にも赤いカーソル・ラインが

表示されます。このポイントがテキスト変換の終了点となり

ます。 

④テキスト変換後の行数が65536行未満の場合には、図49

のようなメッセージが表示されますので、確認して『はい』

ボタンをクリックしてください。 

 テキスト変換後の行数が 65536 行以上になる場合、図 44

のようなメッセージが表示されます。この画面で『すべて

保存』をクリックするとカーソルで指定したデータをすべ

て変換・保存します。『抽出して保存』をクリックすると、テ

キスト変換後の行数が65535行を超えないようにデータを

抽出（飛ばして）して保存します。抽出率は自動で決定さ

れます。例えば、テキスト変換後の行数が 655350行にな

る場合、データは 10づつ飛ばして変換・保存されます。 

⑤その後、Windows の保存ダイアログが表示されます。ここ

で保存先フォルダと保存ファイル名を指定して保存を実

行してください。 

 

 

 

 

 

 

図 49．テキスト変換・保存の確認メッセージ１ 

 

 

 

 

 

図 50．テキスト変換・保存の確認メッセージ２ 

 

 

 

 

 

計測データの収録回数または、データ番号の数値を入力し

てファイル変換するデータの開始点と終了点を指定する方

法です。 

 

◆収録回数指定による方法 

①25～26 ページに記した方法で、計測データの波形を表

示します。 

②ツールバーの『テキストファイル変換』ボタン   をクリッ

クすると図 51のような画面が表示されます。 

③『収録回数単位での変換・保存』をチェックして、テキスト

変換する収録回数を指定し、『変換』ボタンをクリックして

ください。 

④テキスト変換後の行数が 65536 行以上になる場合、前述

のマウスによる操作と同様に、図 50 のようなメッセージが

表示されます。この操作とテキスト変換の方法もマウスに

よる操作と同じですのでこれを参照してください。 

⑤その後、Windows の保存ダイアログが表示されます。ここ

で保存先フォルダと保存ファイル名を指定して保存を実

行してください。 

 

◆データ番号指定による方法 

①前述の方法で、テキストファイル変換画面（図51）を開き、

『データ番号を指定して変換・保存』をチェックして、テキ

スト変換するデータ番号を指定し、『変換』ボタンをクリック

してください。 

②テキスト変換後の行数が 65536 行以上になる場合、前述

のマウスによる操作と同様に、図 50 のようなメッセージが

表示されます。この操作とテキスト変換の方法もマウスに

よる操作と同じですのでこれを参照してください。 

③その後、Windows の保存ダイアログが表示されます。ここ

で保存先フォルダと保存ファイル名を指定して保存を実

行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 51．テキストファイル変換画面 

 

 

マウスによる操作 

データ番号指定による操作 
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仕 様 

１．本体仕様 

 

 

 

◆計測形態 

オンライン計測 パソコンと USB 接続で計測 

オフライン計測 本体単独で計測 

 

◆各種計測条件の設定

※１

 

計測モード 定刻計測，インターバル計測，トリガー計測 

保存モード 時系列のみ 

計測開始条件 Start スイッチ，指定日時，電源投入毎 

ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ周期

※２

 １秒～31 日 

トリガ条件

※３

 アナログ入力（立上り/立下り）， 

 外部トリガ入力（立上り/立下り）， 

 Start スイッチ 

収録回数 １～65535 回 

収録データ量 10～1G データ 

ﾌﾟﾘﾄﾘｶﾞﾃﾞｰﾀ量

※３

 1～2097152/ｃｈ数 

 

 

 

◆アナログ入力 

チャンネル数 ８チャンネル（8A） / １６チャンネル(16A) 

入力形式 シングルエンド電圧入力 

入力レンジ ±10V，±５V，±２V，±１V 

許容最大入力電圧 ±20Ｖ

※４

 or ±５V

※５

 

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 500ｋΩ以上 

LPF 形式 形式：５次バタワース 

LPF 遮断周波数 20kHz, 10kHz, 5kHz, 2kHz, 1kHz, 500Hz 

 200Hz, 100Hz, 50Hz, 20Hz, 10Hz, Pass 

ＡＤ変換分解能 16Ｂｉｔ 

変換精度 ±0．1%typ 

最高ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期 10μSec 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆外部トリガー入出力 

入出力点数 トリガ入力×１点，トリガ出力×１点 

入力形式 無電圧接点，オープン･コレクタ， 

 ＴＴＬレベル（0～5V） 

出力形式 オープン･コレクタ 

 最大印加電圧：24V 

 最大シンク電流：20mA 

入力部絶縁 有り 

出力部絶縁 有り 

ﾄﾘｶﾞ入力遅延時間 500ｎＳ
MAX

 

 

 

 

USB  ＵＳＢ 2.0  Full Speed 

電源 DC9～20Ｖまたは付属 AC アダプタ 

消費電力 3Ｗ（8A） / 3.5W（16A） 

使用温度範囲 0～50℃ 

使用湿度範囲 10～85％RH（ただし結露しないこと） 

外形寸法 93W×64D×20H （8A） 

 93W×64D×33H （16A） 

質量 約100ｇ（8A） / 150ｇ（16A） 

 

２．コントロール・ソフトウェア仕様 

 

対応パソコン DOS/V 互換機 

 CPU ： Ｐｅｎｔｉｕｍ３ φ１ＧＨｚ以上 

 RAM ： 1GB 以上 

対応ＯＳ ＷｉｎｄｏｗｓXP / 7 / 8 

主な機能 オンライン計測 

 オフライン計測の条件設定 

 オフライン計測データの回収 

 計測データの波形表示 

 計測データのファイル変換 

 

 

※１：計測形態がオフライン計測の場合に適用されます。 

※２：計測モードがインターバル計測の場合に適用されます。 

※３：計測モードがトリガー計測の場合に適用されます。 

※４：入力レンジが±10V，±５V のときに適用されます。 

※５：入力レンジが±２V，±１V以外のときに適用されます。 

入出力部 

収録機能 

その他 
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３．本体外形図 
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